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11 月号の主な内容

　心地よい秋風を感じながら風光明媚な山陰海岸を歩く「山陰海岸ジオウォーク in 因幡・但馬
2018」が 10月 20日に行われ、3つのコースに約 430 人が参加しました。
　岩美町陸上までの 5㎞コースと浦富海岸までの 10㎞コースの参加者は居組地区公民館（旧居組
小学校グラウンド）をスタートし、「七坂八峠」や「西脇展望所」などで日本海の雄大な景色を味わっ
たり、多くの洞門・奇岩を眺めたりしながら、思い思いのペースでゴールを目指して歩きました。

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐
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1 列目左から、田原奈
な お み

於美議員（浜坂）、邑橋春
は る か

香議員（夢が丘）、渡辺議長（夢が丘）、下雅意議長（浜坂）、尾﨑仁
ひ と み

美議員（浜坂）、倉
田直

な お き

樹議員（夢が丘）、2 列目左から、岡田耕治教育長、宮口久美夫教育委員、澤田悠
ゆ う か

楓議員（浜坂）、岡田梨
り な

菜議員（夢が丘）、下雅意
怜
れ い ら

来議員（浜坂）、村尾英
は な え

恵議員（夢が丘）、尾崎駿
しゅんや

也議員（浜坂）、西村銀三町長、大林益代教育委員、3 列目、田中幸吉教育委員

町政のうごきから

　

10
月
12
日
、新
温
泉
町
議
会
議
事
堂
で
、

町
内
の
2
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
3
年
生

11
人
が
参
加
し
て
「
第
5
回
新
温
泉
町
子

ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
前
半
を
渡
辺
史し
り
ゅ
う竜
さ
ん
（
夢

が
丘
中
）、
後
半
を
下
雅
意
陸り
く

さ
ん
（
浜

坂
中
）
が
務
め
、
9
人
の
子
ど
も
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
財
政
や
少
子
・
高
齢
化
、
災
害

や
獣
害
へ
の
対
策
、
観
光
や
畜
産
業
の
活

性
化
な
ど
、
町
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

町
長
に
対
し
て
質
問
や
提
言
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
長
や
担
当
の
管
理
職
の
答
弁
に
も
真

剣
に
耳
を
傾
け
、
町
政
へ
の
関
心
を
深
め

ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
７

第 5 回 新温泉町子ども議会

（堂々と質問や提言をする子ども議員）
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町政のうごきから

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【 

種
牛
の
部
１
部 

】（
１
月
か
ら
３
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
オ
ス　

28
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

よ
し
み　
　
　
　
　

飯
野
・
中
井
の
り
子

　
　
　
　
　

二
席　

よ
し
ふ
く
3
の
1　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

三
席　

ふ
く
こ
30　
　
　
　

飯
野
・
村
尾
千
代
美

　
　
　
　
　

四
席　

ふ
く
み　
　
　
　
　

久
斗
山
・
中
村
文
吾

　
　
　
　
　

五
席　

ふ
く
よ
し
4　
　
　

丹
土
・
但
馬
牧
場
公
園

【 

種
牛
の
部
２
部 

】（
４
月
か
ら
５
月
末
生
ま
れ
の
メ
ス　

26
頭
）

　

一
等
賞　

一
席　

て
る
し
お
2
の
3　

切
畑
・
倉
田
拓
磨

　
　
　
　
　

二
席　

み
つ
ふ
く
2　
　
　

飯
野
・
中
井
の
り
子

　
　
　
　
　

三
席　

み
つ
か
ね
10　
　
　

飯
野
・
坂
本
忠
美

　
　
　
　
　

四
席　

つ
つ
じ　
　
　
　
　

塩
山
・
山
本
智
明

【 

肉 

用 

牛 

の 

部 

】   （
概
ね
７
月
末
ま
で
に
去
勢
し
た
牛　

10
頭
）

　

金　

賞　

一
席　

義
福　
　
　
　
　
　

海
上
・
安
田
義
幸

　
　
　
　
　

二
席　

福
栄　
　
　
　
　
　

海
上
・
植
田
秀
作

　
　
　
　
　

三
席　

福
錦
山　
　
　
　
　

飯
野
・
村
尾
賢
一　
　
　

　

10
月
3
日
、
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
（
歌
長
）
で
「
第
13
回
新
温
泉
町
子
牛
共

進
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

和
牛
改
良
と
畜
産
振
興
へ
の
意
欲
向
上
な
ど

を
め
ざ
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
1
月
か
ら
5
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
64
頭

が
、
体
（
頭
、
胴
、
脚
）
の
バ
ラ
ン
ス
や
発
育

状
況
、
皮
膚
、
毛
並
み
な
ど
の
審
査
を
受
け
ま

し
た
。

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

農
政
畜
産
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６

第
13
回 

新
温
泉
町
子
牛
共
進
会

種牛の部１部で一等賞一席に選ばれた「よしみ」号

第
９
回 

岸
田
川
駅
伝
大
会

中高女子・小学男子・小学女子の 37チームは
浜坂県民サンビーチを一斉スタート

地域・一般・中高男子の 31チームは
出合河川敷を一斉スタート

　

10
月
21
日
、
第
9
回
岸
田
川
駅
伝
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
68
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

地
域
（
14
チ
ー
ム
）・
一
般
（
10
チ
ー

ム
）・
中
高
男
子
（
7
チ
ー
ム
）
の
3

部
門
は
、
出
合
河
川
敷
を
午
前
9
時
に

ス
タ
ー
ト
。
絶
好
の
秋
晴
れ
の
中
、
5

人
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
10
・
6
㎞
先
の

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

中
高
女
子
（
1
チ
ー
ム
）・
小
学
生

男
子
（
26
チ
ー
ム
）・
小
学
生
女
子

（
10
チ
ー
ム
）
の
3
部
門
は
、
浜
坂
県

民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
午
前
10
時
30
分
に
ス

タ
ー
ト
。
岸
田
川
河
口
付
近
を
折
り
返

す
1
周
1
・
5
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
で
、

沿
道
か
ら
家
族
ら
の
声
援
を
受
け
、
5

人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
地
域
の
部　

丹
土
清
水

◇
一
般
の
部　
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｕ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

◇
中
高
男
子
の
部　

Ｎ
Ｅ
Ｗ　

Ｅ
Ｒ
Ａ

◇
中
高
女
子
の
部　

浜
坂
中

◇
小
学
生
男
子
の
部　

浜
坂
北
小
Ａ

◇
小
学
生
女
子
の
部　

照
来
小
Ｄ

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９
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～ 便利で確実な口座振替をご利用ください ～
　町税の納付には、便利で確実な口座振替をお勧めし
ます。払い込みに行く手間が省け、
納め忘れもありません。
　手続は、但馬銀行、みなと銀行、
但馬信用金庫、鳥取信用金庫、たじ
ま農協、なぎさ信漁連または郵便局
の窓口、新温泉町役場、温泉総合支
所で受け付けています。

　

町
税
は
、
教
育
、
福
祉
、
公
共

施
設
の
整
備
、道
路
の
建
設
な
ど
、

町
の
あ
ら
ゆ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
財
源
で
す
。

　

町
税
の
滞
納
は
、
町
の
財
政
に

影
響
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
の
発
送

な
ど
本
来
必
要
の
な
い
経
費
を
使

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
納
期
限
ま

で
に
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
大

多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
納
税
者
の
皆
さ
ん

に
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
厳
正

な
差
押
え
の
執
行
な
ど
、
厳
し
い

姿
勢
で
収
税
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

税
務
課  

収
税
係

　

℡
82
‐
３
１
１
３

ストップ！ 町税滞納

～町税の徴収率向上をめざして～

徴収率の推移（各年度末）
滞
納
の
現
状

　

徴
収
率
は
、
現
年
度
分
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
が
97
・
9
％
と
な
り
、
平

成
28
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
改
善
し
て
い

ま
す
が
、
全
体
で
は
89
・
0
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
末
に
お
い
て
約

2
億
円
が
滞
納
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
財
源
確
保

の
た
め
に
も
、
更
な
る
徴
収
率
の
向
上

に
務
め
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

失
業
や
病
気
に
よ
り
働
け
ず
収
入
が

な
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
期

限
内
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
放
置

せ
ず
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

特
別
な
事
情
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
分
割
で
納
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、

実
情
に
合
っ
た
納
税
方
法
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

不
公
平
と
な
る
税
の
滞
納

は
放
置
し
ま
せ
ん
！

町政のうごきから
12 月は税収確保強化月間です
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税
の
滞
納  

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

納
税
し
た
の
に
督
促
状
が
届
き

ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
す
か
？

Ａ　

納
期
限
か
ら
約
20
日
後
に
督
促

状
を
発
送
し
ま
す
が
、
金
融
機
関

等
で
納
付
さ
れ
て
も
入
金
の
確
認

に
数
日
か
か
る
た
め
、
行
き
違
い

で
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
行
き
違

い
を
避
け
る
た
め
に
も
、
期
限
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
納
付
書
を
紛
失
し
た
」

「
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
が
、

納
付
書
で
納
め
て
し
ま
い
た
い
」

な
ど
、
必
要
な
方
に
は
納
付
書
を

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
の
支
払
に

追
わ
れ
、
税
金
を
払
う
余
裕
が
な

い
の
で
、
待
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
？

Ａ　

税
金
は
他
の
債
務
に
優
先
し
て

支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
　

地
方
税
法
で
は
、『
税
金
は
全

て
の
債
務
（
借
金
を
含
む
）
に
優

先
す
る
』と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、「
借
金
が
あ
る
か
ら
…
」

は
払
え
な
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

Ｑ　

本
人
の
承
諾
を
得
ず
に
勤
務
先

や
金
融
機
関
な
ど
に
財
産
調
査
を

行
う
の
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に

違
反
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

　
　

ま
た
、
本
人
の
承
諾
を
得
ず
に

差
押
え
さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題
な

い
の
で
す
か
？

Ａ　

税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
国
税

徴
収
法
に
基
づ
き
、
町
に
は
財
産

の
調
査
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
法
律
に
基
づ
く
調
査

の
た
め
、
勤
務
先
や
金
融
機
関
は

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
個
人
情
報

保
護
法
に
抵
触
し
な
い
、
正
当
な

調
査
と
な
り
ま
す
。

　
　

同
様
に
法
律
で
は
、
事
前
の
連

絡
や
そ
の
承
諾
が
な
く
て
も
差
押

え
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
納
税
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
事
前
に
税
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
預
貯
金
の
場
合

　

預
貯
金
を
強
制
的
に
徴
収
し
、
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
保
険
の
場
合

　

強
制
的
に
解
約
し
、
返
戻
金
が
税

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

◆
不
動
産
の
場
合

　

登
記
簿
に
「
差
押
」
の
記
録
が

残
り
、
売
買
・
名
義
変
更
・
抵
当

権
設
定
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

差
押
え
さ
れ
る
と
、
財
産
の
処
分

が
で
き
な
い
な
ど
の
他
に
、
周
囲
の

信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　新温泉町の
　　差押執行状況

（平成 29 年度）
種類 件数
預  金 7
保  険 　2
給与他 　2
計  11

町
税
を
滞
納
す
る
と
…

◆
督
促
状
の
発
送

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
人
に

は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

◆
文
書
・
電
話
な
ど
の
催
告

　

督
促
状
発
送
後
も
納
税
が
な
い
人

に
は
、
文
書･

電
話
等
で
催
告
を

し
ま
す
。　

  

◆
滞
納
処
分

　

そ
れ
で
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合

は
、
財
産
調
査
（
給
与
・
預
貯
金
・

保
険
・
不
動
産
の
調
査
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。　
　

　

そ
し
て
、町
税
を
確
保
す
る
た
め
、

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人

と
の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
法
律

の
定
め
に
よ
り
、
財
産
の
差
押
え

を
行
い
ま
す
。

差
押
え
さ
れ
る
と
…

◆
給
与
の
場
合

　

毎
月
の
給
与
か
ら
一
定
額
が
、
会

社
か
ら
町
へ
支
払
わ
れ
、
税
に
充

て
ら
れ
ま
す
。
滞
納
が
な
く
な
る

ま
で
毎
月
続
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
！

町政のうごきから
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歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議 会 費 104,471 54,167 51.8 

総 務 費 1,321,708 404,411 30.6 

民 生 費 2,227,052 719,978 32.3 

衛 生 費 1,080,528 527,425 48.8 

労 働 費 28,316 9,363 33.1 

農林水産業費 1,004,802 176,761 17.6 

商 工 費 473,580 220,988 46.7 

土 木 費 1,353,976 347,723 25.7 

消 防 費 523,721 194,646 37.2 

教 育 費 813,484 311,878 38.3 

災 害 復 旧 費 1,379 0 0.0 

公 債 費 1,401,190 623,370 44.5 

諸 支 出 金 166,332 0 0.0 

そ の 他 14,001 0 0.0 

合計 10,514,540 3,590,710 34.1 

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町 税 1,351,875 792,093 58.6 

地 方 譲 与 税 87,700 21,270 24.3 

各 種 交 付 金 253,300 167,412 66.1 

地 方 交 付 税 4,715,777 3,145,673 66.7 

分担金及び負担金 7,925 2,021 25.5 

使用料及び手数料 222,135 101,264 45.6 

国 庫 支 出 金 644,845 192,817 29.9 

県 支 出 金 937,129 127,206 13.6 

財 産 収 入 10,742 4,281 39.9 

繰 入 金 390,406 0 0.0 

諸 収 入 479,633 53,678 11.2 

町 債 1,372,162 0 0.0 

寄 附 金 40,001 8,858 22.1 

そ の 他 910 911 100.1 

合計 10,514,540 4,617,484 43.9 

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】

　平成 30年度上半期（4月～ 9月）
　　　　　財政状況をお知らせします

　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているのかを町民の皆さんに広
く知っていただくために財政状況を公表しています｡
　今回は、平成 30 年度 9 月末現在の予算執行状況、財産・町債及び一時借入金の現在高
についてお知らせします｡ 　　　　　　　　　   ◆問合せ　総務課　財政係　℡ 82-3111

財産、町債、基金などの状況

　町債は、建設事業などを行うために借り入れたお金で、
町全体の借入残高は 218 億 3410 万円となっています
（表５）。一時的な支払資金とする一時借入金の合計額は、
公立浜坂病院の 3億円です（表６）。
　緊急的な自然災害等に対応するため資金を積み立てて
いる基金等の合計額は、38億8693万1千円です（表７）。

歳入と歳出の状況
　平成30年度一般会計予算の総額は、
9月末現在で105億1454万円です。
　収入済額は、46億 1748 万 4千円、
予算額に対する収入率は 43.9％です。
また、支出済額は 35 億 9071 万 7千
円、予算額に対する支出率は 34.1％
です（表１、表２）。
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表４【公営企業会計】

会　　計　　名 町債残高
一般会計 13,185.9 
国民健康保険事業特別会計 10.0 
公立浜坂病院事業会計 1,043.1 
水道事業会計 2,684.1 
下水道事業会計 4,911.0 

合　　　　計 21,834.1 

表７【基金等現在高】

表５【町債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,903,631 545,915 28.7 538,497 28.3 
介護保険事業特別会計 1,761,555 734,971 41.7 725,618 41.2 
浜坂地区残土処分場事業特別会計 469,172 2,396 0.5 6,425 1.4 
温泉地区残土処分場事業特別会計 44,177 31,651 71.6 8,683 19.7 
七釜温泉配湯事業特別会計 10,192 5,829 57.2 1,412 13.9 
後期高齢者医療特別会計 228,848 66,208 28.9 61,200 26.7 

合　　　　　　　計 4,417,575 1,386,970 31.4 1,341,835 30.4 

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病　院
事　業

予算現額 1,287,876 1,407,310 312,289 312,289
収入・支出済額 683,034 551,896 61,805 30,385
収入・支出率（％） 53.0 39.2 19.8 9.7

水　道
事　業

予算現額 418,993 449,618 243,650 341,525
収入・支出済額 128,633 70,726 0 66,493
収入・支出率（％） 30.7 15.7 0.0 19.5

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 48,121 57,341 2 112,884
収入・支出済額 18,196 6,828 0 39,620
収入・支出率（％） 37.8 11.9 0.0 35.1

下水道
事　業

予算現額 1,119,488 1,038,161 207,864 538,818
収入・支出済額 345,472 163,503 50,182 301,412
収入・支出率（％） 30.9 15.7 24.1 55.9

◆公有財産

公用財産 土地 18,177 ㎡
建物 7,178㎡

公共用財産 土地 964,063㎡
建物 116,083㎡

普通財産 土地 3,047,996㎡
建物 8,864㎡

山　　林 所有 2,982,165㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 1施設
物　　権 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 379,025 千円

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 300,000

合　　　　計 300,000

◆基　　金 基金残高
財政調整基金 2,220,149
地域振興基金 700,000
土地開発基金 49,784
減債基金 264,810
ふるさと水と土保全対策基金 1,276
ふるさとづくり基金 1,933
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 354,802
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 133,145
下タ山公共建設残土処分場事業基金 81,430
十字谷残土処分場整備基金 62,365
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 16,612
二日市温泉配湯事業施設整備基金 382

合　　　　計 3,886,931
※基金とは、特定の目的のために財産（現
金、土地など）を維持・運用するための
もので、家計では貯金にあたります。

（単位：百万円）

（単位：千円）

※一時借入金とは、年度内の不足資金に対して一
時的に借り入れているものです。

※町債とは、資金調達のため負担する債務（借金）で、
その返済が１会計年度を超えるものです。

表 7 関係
　※公用財産とは、町が事務や事業を行うため、自らが直接使
　　用することを目的とするもの（庁舎など）
　※公共用財産とは、住民が共同使用することを目的とするも
　　の（学校、保育所、公園、下水道処理施設など）

（単位：千円）

表３【特別会計】
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町政のうごきから
健
康
長
寿
の
た
め
に

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

11
月
8
日
は
「
い
い
歯
」
の
日
で
す
。
み
な
さ
ん
は
お
口
の
健
康
に
関
心
が
あ
り
ま

す
か
。

　

お
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
か
ら
だ
の
健
康
は
も
ち
ろ

ん
、
お
口
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防

咀
嚼
（
噛
む
）、
嚥
下
（
飲
み

込
む
）
の
良
い
状
態
を
保
つ

　

筋
肉
の
力
が
衰
え
て
し
ま
う
と
噛
む

こ
と
や
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
噛
む
こ
と
や
飲
み
込
む
力
を
保

つ
た
め
に
は
口
の
周
り
や
首
な
ど
を
よ

く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

◆
パ
タ
カ
ラ
体
操

【
パ
】
…
唇
を
閉
じ
た
り
開
い
た
り
、

唇
の
筋
力
を
鍛
え
食
べ
こ
ぼ
し
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

【
タ
】
…
舌
の
前
方
を
上
に
持
ち
上
げ

る
訓
練
が
で
き
ま
す
。
食
べ
物
を
押

し
つ
ぶ
し
た
り
飲
み
込
み
や
す
く
な

り
ま
す
。

【
カ
】
…
の
ど
の
奥
を
閉
め
る
た
め
、

食
べ
物
を
ス
ム
ー
ズ
に
の
ど
の
奥
に

運
ぶ
訓
練
に
な
り
ま
す
。

【
ラ
】
…
舌
先
を
上
顎
の
前
歯
の
裏
に

つ
け
る
動
き
が
、
口
の
中
で
食
べ
物

を
動
か
す
舌
の
動
き
を
鍛
え
ま
す
。

　

口
腔
乾
燥
の
予
防

　

唾
液
は
、
食
べ
物
を
ま
と
め
た
り
送

り
込
ん
だ
り
、
口
腔
の
粘
膜
を
保
護
し

た
り
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。
口
の
中

が
乾
燥
す
る
と
口
の
中
の
汚
れ
が
停
滞

し
た
り
、舌
が
動
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

唾
液
が
少
な
い
と
感
じ
た
ら
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
効
果
的
で
す
。ま
た
、

食
べ
る
時
に
よ
く
噛
む
こ
と
で
唾
液
の

分
泌
を
促
し
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
？

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
口
腔
機
能

が
虚
弱
に
な
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
口

の
動
き
が
低
下
し
、
う
ま
く
噛
め
な
い

食
品
が
増
え
る
と
十
分
な
栄
養
が
摂
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

滑
舌
が
悪
く
な
っ
た
り
、
話
が
し
に
く

く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
理
由
で
人
と

の
交
流
が
少
な
く
な
り
や
す
く
、
そ
の

結
果
、
活
動
量
が
減
り
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
で
す
。

　

口
腔
機
能
が
衰
え
て
き
た
と
思
っ
た

ら
、
早
期
に
改

善
・
対
策
を
行

う
こ
と
が
重
要

で
す
。

お問合せ　但馬ダイエー警備保障（有）　　
　　生活サポートシステム　担当　田中

　　　　　　　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

（担当：田中）

担当者直通電話

　080-2422-2545

担当者が変わりました。
よろしくお願いします。
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町政のうごきから
  「

訪
問
歯
科
」
を　
　
　

　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

歯
の
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
や
飲
み
込

む
こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
て
も
歯
科
医

院
に
通
院
で
き
て
い
な
い
人
の
た
め

に
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
自
宅

や
施
設
に
訪
問
し
て
治
療
や
専
門
的
口

腔
ケ
ア
を
行
う
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

早
め
に
「
訪
問
歯
科
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
食
べ
る
機
能
の
回
復
を
目
指

し
、
全
身
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

▼
訪
問
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科

医
療
機
関
（
町
内
）

◇
伊
藤
歯
科
医
院

　

℡
92
‐
２
５
０
８

◇
さ
か
い
歯
科
医
院

　

℡
82
‐
３
７
７
１

◇
新
温
泉
町
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所

　

℡
92
‐
０
１
４
０

お
口
の
な
ん
で
も　
　

　
　
　
　

相
談
窓
口

　

い
つ
ま
で
も
口
か
ら
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
に
は
、
お
口
の
健
康
が
大
切
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
相
談
窓
口
で
は

◎
訪
問
診
療
・
口
腔
ケ
ア
が
で
き
る
よ

う
歯
科
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
介
護
が
必
要
な
方
や
障
が
い
が
あ
る

方
に
も
、
継
続
的
な
口
腔
管
理
が
行

な
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
、
歯
や
お
口
の
質
問
や
相
談

を
な
ん
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
（
町
内
）

◇
吉
田
歯
科
医
院

　

℡
82
‐
１
１
１
６

　
（
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
）

上島プロパンは電気も取
扱中！

上島プロパンは電気も取
扱中！

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」は、石油・ガス・電力等
を供給販売する売上高10兆円の日本最大の総合エネル
ギー企業。

☎82-3110
再値下げの８月ご使用分より再値下げの８月ご使用分より 100件中19件が切替中！

全国では907万件が切替！（9月末現在）

【広告】

  

在
宅
寝
た
き
り　
　
　

　
　
　
　

訪
問
歯
科
事
業

　

歯
科
通
院
が
困
難
な
在
宅
療
養
者
へ

町
が
初
回
の
訪
問
治
療
費
を
助
成
し
ま

す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
た

り
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
た
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
お
口
の
状
態
が
よ

く
な
り
、
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
、

大
き
な
口
で
会
話
が
で
き
る
こ
と
は
、

生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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住宅の耐震診断、耐震改修にかかる補助制度のご案内
▼問合せ　建設課　地域整備係　℡ 82-3115

　

阪
神
淡
路
大
地
震
で
は
、
昭
和
56
年

以
前
の
「
旧
耐
震
基
準
」
で
建
て
ら
れ

た
木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
23
年
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
、
平
成
28
年
の
熊
本
地

震
、
平
成
30
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
な
ど
、
大
き
な
地
震
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
備
え
、

住
ま
い
の
耐
震

化
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

昭
和
年
56
年
5
月
以
前
に

着
工
し
た
住
宅
が
対
象
で
す

○
昭
和
56
年
6
月
に
建
築
基
準
法
が
改

正
さ
れ
、
耐
震
に
関
す
る
基
準
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
」、「
住

宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
」
は
、
法
改

正
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ
た
耐
震
性

の
低
い
住
宅
を
、
地
震
に
強
い
住
宅

に
改
修
・
建
て
替
え
る
こ
と
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

◆
今
年
度
の
申
込
期
限

　

12
月
21
日（
金
）

※
予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

まず、簡易耐震診断を申し込んでください。
　「簡易耐震診断推進事業」
　　○町が診断員を派遣します
　　○無料で診断できます。
　　○共同住宅（長屋を含む）も対象となります。

耐震診断の結果「危険」「やや危険」の場合は…
　住まいの耐震化を検討してください。
　「住宅耐震改修促進事業」

「次に何を検討したら良いのか」
　簡易耐震診断を実施した診断員
　がお答えします。

住まいに住み続けたい方

耐震改修工事をしたい 高額な耐震改修工事は困難

家全体をしっかり
改修したい

部分的な改修をしたい

「住宅耐震化補助」
耐震改修工事により、地震に対

する十分な安全性を確保する場

合に補助します。

「部分型耐震化補助」
部分的な耐震改修工事を実施する場合に補助します。

◎町では、耐震化に取り組んでいただく方の後押しをするための補助メニューを用意しています。

※詳しくは、11 ページをご覧ください。
※契約後の補助金申請はできませんので、ご注意ください。

耐震診断の結果
評点 0.7 未満 評点 0.7 以上 1.0 未満 評点 1.0 以上

危険 やや危険 安全

（木造戸建住宅の場合）
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新温泉町住宅耐震改修促進事業

住宅耐震改修計画策定費補助
▼対象となる方
　新温泉町内に対象となる住宅を所有し、耐震改修
工事を意図される方（個人、法人でも可）

▼対象となる住宅
　以下の条件をすべて満たす住宅で、共同住宅、賃
貸住宅及び店舗等併用住宅も含まれます。
　ア　昭和 56年 5月 31日以前に着工されたもの
　イ　違反建築物でないもの
　ウ　耐震診断の結果、「危険」「やや危険」と診断
　　されたもの
　エ　兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）
　　に加入している住宅又は加入する住宅

▼対象となる費用　　
　安全性を確保するための耐震改修計画の策定（補
強設計及び工事見積書の作成）とそれに伴う耐震
診断に要する費用

▼補助額
◇戸建住宅
　対象となる費用の 2/3 以内（限度額 20万円）
◇共同住宅
　対象となる費用の 2/3 以内（限度額 12万円／戸）

１．住宅耐震化補助

住宅耐震改修工事費補助
▼対象となる方
　新温泉町内に対象となる住宅を所有し、所得が 1,200
万円以下の町民の方（個人）

▼対象となる住宅
　住宅耐震改修計画策定費補助と同じ
▼対象となる費用
①　地震に対する安全性を確保するための、次の一般型工
事（附帯工事を含む）に要する費用
　ア　柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強
　イ　屋根の軽量化
　ウ　火打ち梁や構造用合板による床面の補強
②　①に併せて実施する内装工事費
　ただし、次に掲げるものは対象外
　ア　家具工事（作り付け家具も含む）
　イ　照明器具、キッチン、ユニットバスの設置工事　　
　　（ただし、撤去費は対象）
　ウ　建具工事（ただし、耐力壁の設置に伴い必要となる
　　工事は対象）

▼補助額
◇戸建住宅
・定額120万円（対象となる費用が300万円以上の場合）
・定額100万円（対象となる費用が200万円以上300万円未満の場合）
・定額70万円（対象となる費用が100万円以上200万円未満の場合）
・30万円＋工事費×1/4（限度額50万円）
  （対象となる費用が50万円以上100万円未満の場合）
◇共同住宅
　対象となる費用の 1/2 以内（限度額 40万円 /戸）

簡易耐震改修工事費補助（※平成 30 年 10 月新設）
▼対象となる方　住宅耐震改修工事費補助と同じ
▼対象となる住宅　以下の条件をすべて満たす戸建住宅で、賃貸住宅及び店舗等併用住宅も含まれます。
　ア　昭和 56年 5月 31日以前に着工されたもの
　イ　違反建築物でないもの
　ウ　耐震診断の結果、「危険」と診断されたもの
　エ　兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）に加入している住宅又は加入する住宅
▼対象となる費用　耐震性能を改善するための耐震改修計画の策定（補強設計及び工事見積書の作成）とそれに
伴う耐震診断に要する費用及び耐震改修工事に要する費用（50万円以上のものに限る）
※耐震性能の改善とは、改修後の耐震診断の結果が「安全」又は「やや危険」となるもの
▼補助額　定額 50万円

２．部分型耐震化補助



12

町政のうごきから

広報しんおんせん（11月号）

H30（2018）.11.8

町
民
バ
ス
「
夢
つ
ば
め
」

を
乗
っ
て
守
ろ
う
！

　

高
齢
者
や
バ
ス
通
学
の
学
生
な
ど
の

「
交
通
弱
者
」
に
と
っ
て
、
バ
ス
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
で
す
。
学

生
に
は
通
学
に
、
高
齢
者
に
は
浜
坂
病

院
等
へ
の
通
院
に
適
し
た
バ
ス
を
運
行

し
て
お
り
、
運
賃
も
町
内
ど
こ
ま
で
乗

車
し
て
も
上
限
３
０
０
円
に
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
移
動
に
困
ら
な
い
人
で
も
、
将

来
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た

と
き
、
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
で
守
り
、「
夢
つ
ば
め
」

を
未
来
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

町
民
バ
ス
「
夢
つ
ば
め
」

の
現
状

　

町
民
バ
ス
「
夢
つ
ば
め
」
は
、
平
成

20
年
に
運
行
開
始
し
て
以
来
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
と

し
て
、
ま
た
、
観
光
で
来
ら
れ
る
方
の

移
動
手
段
と
し
て
、
新
温
泉
町
の
重
要

な
公
共
交
通
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の

普
及
が
進
み
、
利
用
者
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
ま
ま
減
少
が

続
く
と
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
運
行

収
益
の
低
下
で
便
数
を
維
持
で
き
な
く

な
り
、
減
便
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
が
引
き
続
き

起
こ
る
と
、
新
温
泉
町
で
は
バ
ス
が
運

行
し
て
い
な
い
と
い
う
未
来
が
訪
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夏休みに町内の小学生が、自分たちの想う「地域の宝もの」について絵を描きました。その中で、
『麒麟獅子』について描いた作品を、町民バス「夢つばめ」車内に展示します。小学生が想い描いた、

地域の宝もの『麒麟獅子』を、ぜひ「夢つばめ」に乗ってご覧ください。
※展示するバス車両は、オレンジカラーの大型バス車両 4台となります。その他の中小バス車両には展示
　しませんのでご了承ください。
※展示期間は 11月下旬～ 3月末を予定しています。
※バス走行中の写真、動画の撮影はご遠慮ください。

乗って守ろう！町民バス「夢つばめ」

マイカーから公共交通に変えるメリット！

◆環境に優しい
　一度にたくさんの人を運べる鉄道やバスは、マイ
　カーの CO2排出量の約 3分の 1で移動できます。
◆運動量の増加
　バス停や駅から目的地へ歩くため、必然的に運動
　量が多くなり、健康増進に繋がります。
◆節約できる
　マイカーは購入費だけではなく、維持費だけでも
　年間 50万円ほどかかると言われていますが、公
　共交通は運賃だけを払えば移動できますので、年
　間の費用を半額程度に抑えることができます。

▼問合せ　役場・企画課　℡ 82-5624
　　　　　全但バス 湯村温泉営業所　℡ 92-0137
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風
し
ん 

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

現
在
、
例
年
と
比
較
し
、
関
東
地

方
で
風
し
ん
の
届
け
出
数
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
内
で
も

急
増
し
て
お
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
時
期
は
、
多
く
の
人
の
往
来
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
全
国

的
に
感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
多
く
は
30
代
～
50
代
の
男

性
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
年
代
の
男

性
に
お
い
て
は
風
し
ん
の
抗
体
価
が

低
い
方
が
2
割
程
度
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
予
防
に
は
、
予
防
接
種
が
有

効
で
す
。
特
に
、
妊
婦
が
感
染
す
る

と
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
が
目
・
耳
・

心
臓
の
障
が
い
（
先
天
性
風
疹
症
候

群
）
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
危
険

性
が
あ
り
、
妊
婦
へ
感
染
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
風
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
妊
娠
す
る
可
能
性
の
あ

る
方
や
、
そ
の
家
族
が
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

次
の
方
は
任
意
で
の
予
防

接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

①
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い

　

方
②
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

　

と
が
な
い
方

※
接
種
歴
を
母
子
手
帳
で
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

③
風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
が
低
い
と

　

確
認
で
き
て
い
る
方

　

特
に
必
要
性
が
高
い
方

①
妊
婦
の
同
居
家
族

※
妊
婦
本
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

②
10
代
後
半
～
40
代
の
女
性
（
特
に

　

妊
娠
希
望
者
、
ま
た
は
妊
娠
す
る

　

可
能
性
の
高
い
方
）

※
接
種
後
2
か
月
は
避
妊
が
必
要
で

す
。

③
30
代
～
50
代
男
性

※
平
成
2
年
4
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
は
、
全
く
接
種
し
て
い
な

い
か
、
１
回
の
み
の
定
期
接
種
で

あ
っ
た
た
め
、
風
し
ん
の
罹
患
歴

が
な
い
方
は
抗
体
価
の
低
い
可
能

性
が
高
い
で
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　

新
し
く
藤
田
宗
弘
さ
ん
（
諸
寄
）
と

谷
田
善
之
さ
ん
（
浜
坂
）
が
10
月
１
日

付
け
で
就
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
３
年
）

人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
差
別
や

嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人

権
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
相
談
日　

毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

（藤田宗弘さん）（谷田善之さん）
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

平成 30・31 年度新温
泉町（新）残土処分場
建設工事

戸田 調整池工・地盤改良工・
場内道路工・構造工 1,328,400,000 平成 30年 9月 19日 ～ 

平成 32年 3月 25日
  株本・山陰
  特別共同企業体

肉用牛生産施設建築工
事 丹土

牛舎2棟　堆肥舎棟1棟　
外構工事1式　電気設備工
事1式　機械設備工事1式

104,112,000 平成 30 年 9月 19日 ～ 
平成 31年 3月 25日 株本建設工業㈱

公立浜坂病院男女浴室
等改修工事 二日市

公立浜坂病院内男女浴室
の改修及び特殊浴室の改
修

6,220,800 平成 30年 10月 12日 ～ 平成 30年 11月 28日 ㈱森田材木店

シワガラの滝駐車場整
備第 2期工事 海上 擁壁工=15m 3,272,400 平成 30年 10月 11日 ～ 平成 30年 12月 7 日 尾﨑建設㈱

町道浜坂清富線他散水
消雪施設点検整備工事 浜坂

消雪点検設備工 34路線 
L=9,765m ポンプ室 N=28
箇所 消雪施設修繕工 ポン
プ引上げ点検 N=2箇所

6,480,000 平成 30年 10月 13日 ～ 平成 31 年 3月 28日 山陰プロパン㈱

（平成 30 年 9 月 16 日～平成 30 年 10 月 15 日契約分）

こ
ち
ら
町
長
室

　
（
11
月
1
日
執
筆
）

　

町
長
就
任
か
ら
こ
の
11
月
で
2
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
1

年
間
で
し
た
。
最
大
の
成
果
は
、
こ
れ

ま
で
と
違
い
、
会
え
る
は
ず
の
な
い
人

た
ち
と
の
新
た
な
出
会
い
が
で
き
、
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
町
民
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、知
事
、

国
や
県
、
他
市
町
の
役
所
や
民
間
の
皆

さ
ん
、
観
光
大
使
、
小
中
高
校
の
Ｏ
Ｂ

な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
、
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が

ら
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

立
候
補
に
あ
た
り
多
く
の
公
約
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
酬
の
3

割
削
減
や
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
お
祝
い
金
な

ど
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
昨
年
度

の
１
９
２
万
円
か
ら
10
月
末
時
点
で
約

１
６
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
町
の

Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
、
特
産
品
の
販
売
促

進
な
ど
、
町
の
活
力
ア
ッ
プ
に
成
果
を

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
＂
新
し
い
風
＂
の
流
れ
を
町
全
体
に

広
げ
て
い
き
ま
す
。公
約
実
現
に
向
け
、

町
の
最
大
の
宝
で
あ
る
温
泉
活
用
を
新

た
な
発
想
で
推
進
し
ま
す
。
平
成
31
年

度
は
「
お
ん
せ
ん
天
国
課
」
を
設
置
し
、

町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
温
泉
の
特
徴
を
最
大

限
生
か
し
、
健
康
、
観
光
、
住
宅
政
策

な
ど
を
押
し
進
め
ま
す
。
温
泉
利
用
で

楽
し
く
長
生
き
の
で
き
る
町
が
目
標
で

す
。
現
在
、
浜
坂
道
路
Ⅱ
期
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
高
速
道
路
の
開
通
に

よ
っ
て
町
が
さ
ら
に
元
気
に
な
る
よ
う

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
最
大
の
課
題
は
浜
坂
病
院
の

運
営
改
善
で
す
が
、
4
月
以
降
、
髙
木

新
院
長
が
就
任
さ
れ
、
若
手
3
医
師
の

活
躍
も
あ
り
急
速
に
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
立
上
げ
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
目
線
と
住
民
意
見
を
生
か
す
こ

と
を
基
本
に
２
年
目
も
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　

新
温
泉
町
長
　
西
村
銀
三

※「
こ
ち
ら
町
長
室
」の
動
画（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
版
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
町

長
の
部
屋
→
こ
ち
ら
町

長
室
』で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

山
村
広
場
に
遊
具
な
ど
を

設
置
し
て
は

　

大
庭
地
区
に
は
子
ど
も
の
遊
べ
る
場
所

が
あ
り
ま
せ
ん
。
山
村
広
場
も
い
つ
も
閉

ま
っ
て
い
て
入
れ
な
い
し
、
空
い
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー

ル
や
公
園
の
遊
具
な
ど
を
設
置
す
れ
ば
、

子
ど
も
が
も
っ
と
外
で
遊
ん
で
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

（
46
歳　

女
性
）

　

大
庭
地
区
を
含
め
浜
坂
地
域
に
は
子
ど

も
が
遊
べ
る
公
園
が
少
な
く
、
公
園
の
整

備
を
望
む
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
声
に
応
え
る
た
め
、
以
前

に
警
察
署
が
建
っ
て
い
た
空
き
地
を
利
用

し
て
、
5
年
前
に
公
園
と
し
て
整
備
し
た

の
が
、
浜
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
す
。
公

園
内
に
は
小
さ
い
子
ど
も
向
け
の
す
べ
り

台
や
乗
り
物
と
い
っ
た
遊
具
を
設
置
し
て

お
り
、
そ
の
近
く
に
は
、
高
齢
者
向
け

の
ス
ト
レ
ッ
チ
遊
具
も
設
置
し
て
、
異
世

代
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
浜
坂
地
域
に
は
浜
坂
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
以
外
に
も
、
浜
坂
白
馬

公
園
、
旭
町
児
童
公
園
、
栄
町
児
童
公

園
、
秋
葉
台
公
園
と
い
っ
た
公
園
も
あ

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
山
村
広
場
は
、
利
用

さ
れ
る
方
の
利
用
申
請
が
あ
っ
た
と

き
、
扉
を
開
け
て
使
用
す
る
有
料
施
設

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
自
由
に

中
へ
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
以
前

は
、
山
村
広
場
の
一
角
に
木
製
の
滑
り

台
や
鉄
棒
等
を
設
置
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
学
校
の

遠
足
で
も
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
、
腐
食
が
ひ
ど
く
修
繕
が
追
い
付

か
な
い
状
況
に
あ
り
、
事
故
防
止
の
た

め
撤
去
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
温
泉
町
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で

あ
り
、
自
然
で
の
遊
び
や
体
験
は
十
分

安
全
に
留
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
遊
び
方
を
知
り
そ
の
や
り
方
次
第

で
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
温
泉
町
で
は
、
町
内
会
や

集
落
が
管
理
す
る
広
場
に
遊
具
を
設
置

す
る
場
合
に
は
、
地
域
振
興
事
業
と
い

う
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
30
％
補
助
、
上
限
１
０
０
万
円
）

　

公
園
施
設
な
ど
を
利
用
し
、
住
民
同

士
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
こ
ど
も
教
育
課
長　

西
村
徹
）

（
生
涯
教
育
課
長　

川
夏
晴
夫
）
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

▼
申
込
期
間

　

11
月
26
日（
月
）
～
12
月
7
日（
金
）

▼
募
集
す
る
園
・
申
込
み
先

▼
受
入
基
準
及
び
入
園
対
象
者

▼
保
育
料

◇
教
育
認
定　

１
万
円（
給
食
費
含
む
）

◇
保
育
認
定

・
保
育
認
定
は
、「
保
育
標
準
時
間
」と

「
保
育
短
時
間
」の
区
分
に
よ
り
保
育

料
が
異
な
り
ま
す
。

・
保
育
料
の
額
は
、
保
護
者（
生
計
の

中
心
者
が
児
童
の
父
母
以
外
の
場
合

は
そ
の
中
心
者
も
含
む
）の
住
民
税

の
課
税
状
況
に
よ
り
区
分
し
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
基
準
に
よ
り
多
子
世
帯
保
育

料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
育
料
の
無
償
化

　

来
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
に
合

わ
せ
て
10
月
1
日
か
ら
認
定
こ
ど
も
園

等
の
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

◇
す
べ
て
の
3
～
5
歳
児
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
ま
す
。

◇
0
～
2
歳
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と

し
て
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

※
実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
費
用（
給
食
費
、

行
事
費
等
）は
無
償
化
の
対
象
外
で
す
。

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

こ
ど
も
育
成
係

　

℡
82
‐
５
６
２
７（
ま
た
は
各
園
へ
）

認定区分 対象年齢 対　象　者

1 号認定
（教育認定）３～５歳児

3歳以上で、保育を
必要とせず、教育を
希望される場合

2号認定
（保育認定）３～５歳児

3歳以上で保護者の
就労や出産などの理
由で、保育を希望さ
れる場合

3号認定
（保育認定）０～２歳児

0～ 2歳児で保護者
の就労や出産などの
理由で、保育を希望
される場合

園　名 電話番号

町
立

浜坂認定こども園 82-1360

大庭認定こども園 82-1239

ゆめっこ認定こども園 92-1095
私
立明星認定こども園 82-4831

    
浜
坂
・
大
庭
・
ゆ
め
っ
こ
・
明
星
認
定
こ
ど
も
園

      
平
成
31
年
度 

入
園
児
募
集

兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校幼稚部
平成 31 年度　入学幼児募集

　本校幼稚部では、平成 31 年 4 月 1 日現在で
3 歳から 5 歳までの幼児若干名を募集します。
　出願を希望される方は、必ず事前に本校教育
相談係まで連絡してください。
▼募集対象幼児
　聴覚に障がいのある幼児
▼入学願書受付期間　
　平成 31年 1月 8日（火）～ 18日（金）
　午前 9時～午後 4時
　※土、日を除く
▼入学選考会
　平成 31年 2月 6日（水）
　午前 9時 30分～ 11時
▼問合せ
　兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校　教育相談係
　〒 668-0047　豊岡市三坂町 2番 9号
　℡（0796）22-2114
　Fax（0796）24-5216

※入園申込書は各園にあります。
※現在、こども園を利用していて継続利
　用希望の方は、「支給認定現況届」の
　提出になります。
※明星認定こども園へ新規で入園希望の
　方は、こども教育課へ申込書を直接持
　参してください。
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国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

     11 月は「ねんきん月間」、
11 月 30 日（いいみらい）は

     「年金の日」です！
　厚生労働省では、『国民お一人お一人、「ねんきん
ネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思
いを巡らしていただく日』として、1

いい

1 月 3
みらい

0 日を「年
金の日」としました。
　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネッ
ト」で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認
し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつで
もご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金
受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々
なパターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構の
ホームページでご確認いただくか、豊岡年金事務所
にお問い合わせください。
　また、日本年金機構では、厚生労働省と協力して、
毎年 11月を「ねんきん月間」と位置づけ、国民の
皆さんに公的年金制度に対する理解を深めていただ
くための普及・啓発活動を行います。
　主な活動は、次のとおりです。
◆市役所・町役場、商業施設等で「出張年金相談窓
　口」を開設し、年金相談を実施
◆大学・高校などの教育機関や事業所等へ出向き、
　「年金セミナー」や「年金制度説明会」を開催

　2 年ほど前から山沿いの道を歩くたびに気がか
りなことが起きています。雑木林や杉林などの林
床に草が生えていないことです。たとえ生えてい
ても、正常なら１ｍほどの高さになる草が、10
㎝位で花を付けています。あたりは茎先を食べら
れた笹や皮の剥がれた杉などが目につきます。多
分鹿に食べられたのでしょう。ところどころに糞
があり、山に続く獣道らしき入り口には石ころが
散らばって小山を作っています。さらに深く山道
を行くと、道端の草さえもまばらで、イワヒメワ
ラビ、アセビ、ミツマタなど、鹿が食べない忌

き ひ

避
植物が点々とあるだけです。最近、山沿いで必ず
見かけるベニバナボロギクやダンドボロギクも鹿
の忌避植物です。
　ベニバナボロギク（紅花襤褸菊）はアフリカ原
産のキク科の帰化植物で、高さは１ｍ前後、葉は
長楕円形で下部の葉は不規則に裂けて互生しま
す。茎は上部でよく分枝し、花は細い筒状花の集
まりで先が赤褐色、下部が白色の頭花で下向きに
咲きます。花後は上向きになり、綿毛となって種
を飛ばします。
　8月の終わり頃、ベニバナボロギクやダンドボ
ロギクが続く山道を見ました。同じ草が延々と続
く山道は少し異様な感じがしました。10 月の終
わり、もう一度同所に出かけたところ、先ごろの
台風の影響なのか、山道は川底のようにえぐれ、
石ころが山側に積もって危険な状態になってお
り、その先は山崩れが起きていました。やっとの
ことで方向転換をして引き返しましたが、安易に
山道へ車を乗り入れた軽率さを反省しました。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ベニバナボロギク
（キク科）

 野草散歩（95)
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「11月のおすすめの本」
ご案内

一緒にお墓に入ろう
江上剛著/扶桑社

　東京の大手銀行の役員にまで登りつめ
た大谷は、兵庫県丹波市の実家にいる母
の死をきっかけに人生が狂い始める。愛
人に「一緒に墓に入ってくれ」と言ったこ
とが思いもかけないことになって…。身
近な問題「墓じまい」をテーマに描かれた
物語。

農家の台所から
Farmer’ｓKEIKO著/主婦と生活社

　脱サラして、京都の山奥の「築100年近
くの家」で専業農家として生活するKEIKO
さん夫妻。不便だけど、それを楽しさに
変えるワクワクがいっぱいの暮らしの幸
せと、農家だから知っている超シンプル
に野菜の美味しさを味わえるレシピを紹
介。

老いた親へのイラッとする気持ちがスーッと消える本
榎本陸郎著 / 永岡書店

　「老い」は最も身近な問題です。老いの
しくみを知ることで、親や周囲の高齢者
の気持ちが理解できて、良好な関係作り
や自分の老いへの対策のヒントになりま
す。ケース別に NG な対応と良い対応を
比較して、高齢者医療の名医が分かりや
すくアドバイス。

おいも！　
石津ちひろ  文・村上康成  絵 / 小峰書店

　おじいちゃんのところへお芋をほりに
行った兄妹。芋掘り名人の犬のタロも待っ
てます。お芋をほる楽しさと、ほったお
芋をほくほくに焼く楽しさを描いた、み
んなの大好きなお芋の絵本。読めば思わ
ず食べたくなるシリーズ第 3 弾。

かぜのひ
サム・アッシャー  作・絵 / 徳間書店

　朝、目が覚めると風が吹いていた。ぼ
くは、おじいちゃんに大風の中へ冒険に
行こうと誘ったら、「たこをあげるのに
もってこいの日」だって言うんだ。大風
がふく秋の日の、わくわくするような楽
しい気持ちを描いた素敵な絵本。

 

　

加藤文太郎
記念図書館

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な折
り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆11月24日（土）　午後2時～
　『おしくらまんじゅう』 他

大人が楽しむおはなし会 　    
人気の「源氏物語の世界」の魅力につ
いての講座（第 2 回）を行います。
◆ 11 月 25 日（日）　午前 10 時～
　『光源氏をめぐる女君たち②～悪女
の内なる哀しみ～』 
　講師：中村美幸さん（対田）
※申込みは 11 月 21 日（水）まで（当
日参加もできますが、資料の準備のた
め事前の申し込みをお願いします。）

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

移動図書館車巡回日の変更  
11月の移動図書館車の運行日程を次
のとおり変更します。
◆対象地域　奥八田方面（岸田～千谷）
◆運行日　変更前　11月 23日（金）
　　　　　変更後　11月 30日（金）

TEL（0796）82-5251

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

は休館日
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◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

第
8
回
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

大
会
（
イ
タ
リ
ア
）

　

9
月
11
日
〜
14
日
、
ミ
ラ
ノ
近
郊

の
「
ア
ダ
メ
ロ
・
ブ
レ
ン
タ
ジ
オ
パ
ー

ク
」
で
第
8
回
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
38
ヶ
国
・

１
４
０
の
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
あ
り
、
講

演
会
や
分
科
会
で

ジ
オ
パ
ー
ク
の
在

り
方
や
各
地
域
の

取
組
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
ア
ル
プ
ス
の
南
斜
面
で
、
海

底
か
ら
隆
起
し
た
石
灰
岩
や
花
崗
岩

の
３
０
０
０
ｍ

級
の
峰
々
が
連

な
り
ま
す
。
山

は
浸
食
さ
れ
た

深
い
谷
と
氷
河

に
浸
食
さ
れ
た

荒
々
し
い
Ｕ
字

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 102

　

平
成
30
年
4
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
38
ヶ
国
・

140
ヶ
所
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

谷
や
氷
河
湖
が
見
ら
れ
る
場
所
で
す
。

　

麓
の
町
マ
ド
ン
ナ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ス
キ
ー
宿
の
町
で
あ
り
、
周
囲
の

山
々
に
は
多
く
の
リ
フ
ト
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
生

活
に
は
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
こ

の
観
光
地
は
ス
キ
ー
以
外
に
も
四
季
型

の
観
光
に
取
り
組
み
、
観
光
客
を
受
け

入
れ
、
活
性
化
を
目
指
そ
う
と
し
て

２
０
０
８
年
に
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
加
盟
、

翌
年
に
は
世
界

遺
産
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
市

が
中
心
と
な
っ

て
地
域
の
保
護

保
全
や
観
光
の

推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▲氷河が浸食したＵ字谷

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｃ
さ
ん
（
70
歳
）
女
性

　

昨
日
「
不
用
品
を
買
い
取
っ
て
い

る
。
明
日
、
そ
ち
ら
の
地
域
を
回
る
の

で
伺
い
た
い
」
と
電
話
が
あ
り
承
諾
し

た
。
男
性
が
自
宅
に
訪
ね
て
き
て
、
洋

服
や
靴
な
ど
用
意
し
て
い
た
も
の
を
見

せ
た
が
「
貴
金
属
、
例
え
ば
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
指
輪
な
ど
は
な
い
で
す
か
」
と
言

わ
れ
た
。
貴
金
属
な
ど
は
な
い
と
断
っ

た
が
「
待
っ
て
い
る
の
で
探
し
て
ほ
し

い
」
と
帰
る
様
子
が
な
い
。
仕
方
が
な

い
の
で
、
昔
使
っ
て
い
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

２
点
を
渡
し
た
。
総
額
で
３
千
円
ほ
ど

受
け
取
っ
た
が
、
や
っ
ぱ
り
ネ
ッ
ク
レ

ス
は
返
し
て
ほ
し
い
。
取
り
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
！

　

訪
問
さ
れ
た
業
者
に
買
い
取
っ
て
も

ら
う
場
合
で
も
契
約
日
か
ら
8
日
以
内

の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
（
対
象
外
の
商
品
が
あ
り
ま
す
）。

　

た
だ
、業
者
が
商
品
を
紛
失
し
た
り
、

間
違
っ
て
販
売
さ
れ
返
還
さ
れ
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
商
品
を
引
き

渡
さ
ず
手
元
に

置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
目
的
外
の
商
品
は
買
い
取
れ
ま
せ

ん
！

　

当
初
の
目
的
以
外
の
商
品
の
売
却
を

求
め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
行
為
を
行
う
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
、き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
突
然
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
！

　

購
入
業
者
が
突
然
訪
問
し
勧
誘
を
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
止

行
為
を
す
る
業
者
は
自
宅
に
入
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
用
品
を
買
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
…

▲森の中の花で飾られた町

▲大会の開会式とロゴマーク



まちの求人案内

平成 30年 10月 22日現在

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院
看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210
看護補助員 18以上 142

㈱マルワ渡辺水産

水産部バイヤー 不問 250 ～ 350
工場内管理業務 不問 180 ～ 250
ルート配送業務 不問 250 ～ 400
鮮魚係 不問 170 ～ 250
配膳係 不問 156 ～ 208
フロント係、ホール係 不問 173
支配人業務 59 以下 300 ～ 350

㈲アートライフ  タニタ 販売員 18 以上 150 ～ 230
浜坂温泉保養荘 接客・清掃業務 不問 152 ～ 156
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 145 ～ 149
㈱たじみや 経理事務 45 以下 250 ～ 400
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 45 以下 162 ～ 324

株本建設工業㈱
営業 18以上 250 ～ 350
土木技術者 59 以下 250 ～ 400
土木作業員 18以上 194

㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 160 ～ 230
一般事務職 40 以下 160 ～ 230
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250
フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
グループホームありがとう 介護員 18 以上 139 ～ 160
㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210

上島プロパン㈱ 設備営業他 35 以下 166 ～ 240
接客営業・事務 不問 154 ～ 160

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
㈱菊池組 現場監督・技術監督 不問 168 ～ 300
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 250 ～ 300
ぷろじぇくと Plus 障がい者就労・生活支援 不問 154
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
㈲ダイワ自動車 自動車整備 不問 350
㈱リフティングブレーン 製造・作業等 18 以上 199
新温泉町体育協会 施設管理員 不問 152
浜坂郵便局 郵便配達 不問 170 ～ 267

（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱ バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18以上 196 ～ 230
管理栄養士 不問 174 ～ 203

㈲清美社 下水道維持管理他 18 以上 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱ 土木技術者 18以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18以上 156 ～ 195

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱警備ひゃく 交通警備 18以上 143 ～ 164
㈱朝野家 販売係、宴会場係、予約係 18 以上 160 ～ 170
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 155 ～ 160
アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

レストランスタッフ 45 以下 188 ～ 259
調理 45以下 208 ～ 280

デイサービス絆㈱ 介護業務 不問 156 ～ 173
㈲寺谷建設 土木作業員 18～ 35 190 ～ 260

沢田医院 看護師 不問 200 ～ 400
医療事務 不問 142 ～ 228

㈱みさき 営業 18～ 30 206 ～ 235
㈱マルワ渡辺水産 フロント係 不問 200 ～ 280
㈱MEリゾート但馬 接客・事務全般 18 以上 175 ～ 185

ケービックス西日本㈱ ホテル・旅館作
業リーダー候補 不問 136 ～ 151

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

ホール係 不問 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,100
惣菜係 不問 1,100 ～ 1,200
フロント係 不問 1,000 ～ 1,100

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 871 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 880 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 880 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 880 ～ 900
事務職 不問 880 ～ 1,000

サポートのぎく 運転手 不問 900
フジッコ㈱ 製造・作業 不問 871 ～ 1,000
浜坂観光協会 観光推進員 不問 878
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 871 ～ 971

浜坂郵便局 内務作業 不問 871 ～ 890
配達業務 不問 970

㈱メフォス 給食調理補助 69 以下 875 ～ 1,000
たじま農協 看護師 不問 1,310
㈱リフティングブレーン 製造・作業等 不問 1,000
生涯学習サポート兵庫 学習・生活習慣定着支援 不問 1,000
㈱ワークスタッフ レストランスタッフ 不問 1,000

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
案内スタッフ 不問 900 ～ 1,000
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
浴場管理 18 以上 871
まかない調理 不問 871

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン 不問 900 ～ 1,000
清掃、送迎運転、
洗い場 不問 880 ～ 930
ナイトフロント 18 以上 900 ～ 950
売店スタッフ 18 以上 900

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 950 ～ 1,100
調理業務 不問 871

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 871～ 875
沢田医院 看護師 不問 1,200 ～ 2,000
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 871 ～ 971
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300

ケービックス西日本㈱
ホテル・旅館作
業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000

ホテル内業務、運転手 不問 875
特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050
㈱西沢製作所 配送運転手 不問 880 ～ 900
㈱とみや 客室係 不問 900 ～ 1,000
デイサービス絆㈱ 介護業務 不問 900～ 1,000
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000

ハートフル 理学療法士 不問 1,100 ～ 1,500
看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

立道建設㈱
現場監督員 18 ～ 64 216 ～ 325
重機運転手 18 ～ 64 173 ～ 281
土木作業員 18 ～ 64 173 ～ 216

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職・幹部候補 35 以下 162 ～ 224

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18以上 191 ～ 211
看護師 不問 199 ～ 264

井上自動車整備㈱ 自動車整備、ｸ
ﾚｰﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ等 18 ～ 35 150 ～ 200

㈱温泉町夢公社 施設管理業務 不問 151 ～ 175

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前8時30分～午後8時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735



21

H30（2018）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

　文化会館では、8 つの教室で延べ 152 人の教室生が様々な活動をして
います。その教室生の交流を目的とした第 6 回「観月会」を、9 月 22 日、
文化会館で、教室生 41 人の参加を得て盛大に開催しました。
　2 階大会議室では、生け花教室生が生けた生け花と料理教室生が作っ
たお月見団子と芋・豆がお供えされた厳かな雰囲気の中、着付教室生が
着付をお手伝いした茶道教室生によるお手前で、参加者をおもてなしし
ました。中秋の名月は芋名月、豆名月とも言われており、この日は、サツマイモと枝豆、そして十五夜にちなんで白
団子 15 個をお供えしました。生け花教室生による生け花では、オミナエシ、ススキ、ハギ、キキョウ、フジバカマ、

ワレモコウ、ケイトウ、シュウメイ菊、ホトトギス、シオン
の 10 種の花を入れて生けました。料理教室生が作ったお茶
菓子は、ウグイス粉、きな粉、あんこで包んだ三色団子で、
人間国宝の中里太郎右衛門作の抹茶茶碗でいただいたお手前
とともに、大変味わい深いものでした。
　この日の夜空は良く晴れていて、すばらしい月を愛でることができました。教室生
の手作りによる観月会で、教室生同士が交流を深めるすばらしい機会になりました。

文化会館「観月会」を開催

『認知症』をテーマに「第4回人権講座」を開催
症演技者（ＤＶＤ出演者）が感じたこと、を伝えていま
した。
　『私たちが見ている世界と認知症の本人が目にして感
じている世界とは大きなずれや違いがある。私たちの価
値観ではおかしいことでも本人にはそれなりの理由があ
る。認知症の人は何を感じ、どのように見えているか、
本人の考え方や感じ方は周りの人と違っている。周りの
ちょっとした支えと心遣いがあれば、認知症の人が豊か
に生活できる』ことなどを学びました。

西口正男さん（人権啓発指導員）の講話
　現在、新温泉町の高齢化率は 37.4％であり、県内で
第 3位である。ちなみに兵庫県、全国とも 27％程度で
ある。今後ますます高齢化率は高くなっていく。認知症
は脳の病気であり、脳の一部が活動しなくなる。そして
少しずつ進行する病気である。高齢者の 4人に 1人が
認知症予備軍になり、そのうち半分が 5年後に認知症
になるといわれている。認知症であっても周囲の支えが
あれば生活はできる。認知症になっても本人は常に自分
自身でありたいと思っている。認知症になってもその人
の得意分野を活かすことで、いきいきと生活できている
人もいる。認知症は誰でも起こりうる可能性がある。認
知症の問題は本人や家族だけの問題ではない。地域の中
で声かけや優しく包み込むことが必要である。

　文化会館では、同和問題をはじめ、あらゆる差別や人
権侵害をなくし、お互いの人権を大切にし合うまちづく
りをめざして、年 5 回の人権講座を実施しています。そ
の第 4 回目を 9 月 26 日に開催しました。この日は、浜
坂 1 区・3 区の人権学習会との合同開催でした。

ＤＶＤ「認知症そのこころの世界」を視聴
　このＤＶＤでは、３つの事例が紹介されました。「事
例１」は、デイサービスに行きたくない母（認知症中期・
70歳代）と娘（40歳代）の会話の場面。「事例２」は、
認知症を発症して 6年目の女性（70歳代）が普段は穏
やかだが一人で外出して迷子になる場面。｢事例３｣ は、
認知症が進行して一人では生活できない女性（70歳代）
が弟の家に預けられるため義理の妹に連れられて来た場
面です。その事例ごとに、①私たちが見ている「現実の
世界」、②認知症の人が見ている「本人の世界」、③認知
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　加藤文太郎記念図書館は、今年も 10 月を図書館まつ
り月間として、おはなし会や人形劇、山登りミュージシャ
ン秦野貴仁トークライブ、文太郎鍋の振舞いなどを行い
ました。
　 21 日には、豊岡短期大学のチャイルドアクトクラブ
の皆さんによる人形劇公演を行いました。楽しい人形劇
をはじめ、来場者との様々なゲームやクイズなど趣向を
凝らした内容に、参加した親子連れなど約 80人は一緒
なって楽しんでいました。

音楽を通して一緒に楽しい時間を

今年も大盛況！図書館まつり

　10 月24 日、「浜坂レクリエーションクラブ（安田昭寿
代表）」が介護老人保健施設ささゆりを訪問しました。同
クラブ会員の安田昭寿さん（浜坂）、西村和男さん（浜坂）、
清水紘一さん（芦屋）、杉本かね子さん（新市）、小谷い
く子さん（二日市）の5人は、同施設への訪問を平成18年
度から13年間続けており、『安田音楽隊』と呼ばれて親
しまれています。この日も、なじみ深い唱歌や民謡など
15曲を披露し、集まった約50人の施設利用者は一緒に
口ずさんだり、手拍子をしたりして楽しんでいました。

楽しく学び　楽しく発表

広報しんおんせん（11月号）

　10 月 20 日、浜坂多目的集会施設で、「シナプソロジー
体験会」が行われ、親子連れなど約50人が参加しました。
　参加者は太ももを右手でスリスリ、左手でトントンす
る運動などで、「2つのことを同時に」「左右で違う」と
いった普段慣れない動きで脳に刺激を与えて脳機能を高
めるシナプソロジーを体験。できるかどうかは関係なく、
できないことに対応する（混乱）状態を作り
出すことがポイントとのことで、参加者は悪
戦苦闘しながらも笑顔で取り組んでいました。

シナプソロジーで脳を活性化

H30（2018）.11.8

　10 月 24 日、夢ホールで、新温泉町高齢者大学とち
のみ学園「学園祭」を行い、学園生など約 110 人が参
加しました。午前の講演では、マエストロ足立さんが、「ほ
うき笛」「ジョウロで作ったジョランペット」「浮き輪を
使った浮くレレ」など自作のリサイクル楽器を駆使した
見事な演奏と軽快なトークを披露し、会場は大いに盛り
上がりました。午後は、学園生たちが歌謡や
ダンス・舞踊など日頃の学習の成果をステー
ジで発表しました。
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H30（2018）.11.8

　10 月 13 日、但馬牧場公園など県内 7会場で、「第
30回兵庫県どんぐりごま大会」が行われました。
　但馬牧場公園では、家族連れなど 46人が参加。用意
されたどんぐりの中から 1つを選び、千枚通しで開け
た穴につまようじを刺して作ったどんぐりごまを回し、
どれだけ長く回るかを競い合いました。参加者は少しで
も長く回るようにつまようじを刺す位置や長
さを工夫するなど、簡単そうで奥が深いどん
ぐりごま遊びの魅力を満喫していました。

自作のどんぐりごまを回して

おいしい地元のアカイカ！

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（11月号）

　9 月 30 日、「兵庫県立浜坂高等学校創立 70周年記念
式典」が同校体育館で行われました。この日は台風 24
号の接近に伴い、代表を除いて生徒は自宅待機となり
ましたが、卒業生や学校関係者など約 180 人が出席し、
節目を祝うとともに今後のさらなる発展を誓いました。
学校の歴史を紹介する DVD上映やグローカルキャリア
類型の学習内容の発表などが行われ、式典終
了後には卒業生であるシャンソン歌手の岸本
悟明さんによる記念公演も開かれました。

節目を祝い　さらなる発展を

　10 月 18 日、百歳を迎えられた宮脇みね子さん（二
日市）に西村町長、社会福祉協議会やすこやかクラブの
代表が祝品を届けました。
　50歳頃まで夫と魚の行商をされていた宮脇さんの長
寿の秘訣は『人の世話にならないよう心掛けること』と
『よく食べること』。好き嫌いなく、肉も魚も食べられる
そうです。趣味は小学生の頃から続けている編み物や縫
い物とのことで、百歳になられた感想を尋ねると「知ら
ない間になったような感じです」と話されました。

　地元で水揚げされた「アカイカ」のおいしさを知って
もらおうと、浜坂漁協の「但馬西部沿岸一本釣協議会」
がアカイカ 65㎏を学校給食センターに無償提供。10月
19日の給食で、『アカイカのマヨソース』にして、町内
の全小中学校の児童・生徒に提供しました。
　浜坂北小学校の6年2組では、26 人の児童がアカイカ
を味わい、「かみ応えがあっておいしい」「マヨソースが
ご飯に合う」と大好評。おいしそうにあっという間に平
らげていました。

百歳おめでとうございます
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H30（2018）.11.8

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

I N F O R M A T I O N

12
月
1
日
か
ら
『
国
民
健
康

保
険
証
』
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

新
し
い
保
険
証

は
、
11
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

12
月
１
日
か
ら

お
使
い
く
だ
さ
い
。

◇
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
ハ
サ
ミ

で
切
る
な
ど
し
て
各
自
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
社
会
保
険
等
他
の
保
険
に
加
入
し
た

と
き
は
、必
ず
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
新
温
泉
町
に
住
所
の
な
い
学
生
の
方

で
、
学
生
用
の
保
険
証
が
必
要
な
方

は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の

コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

※
新
温
泉
町
に
住
所
の
な
い
方
で
、
施

設
入
所
ま
た
は
学
生
で
な
い
方
は
、

原
則
、
新
温
泉
町
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
保
険
証
裏
面
で
、
臓
器
提
供
の
意
思

温
泉
公
民
館

秋
に
歌
い
奏
で
る　
　

も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト

　

明
る
い
音
楽
・
歌
声
響
く
町
と
し
て
、

日
頃
学
ん
で
い
る
も
の
を
演
奏
し
、
歌

い
ま
す
。

　

音
楽
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
お
互

い
の
心
の
交
流
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
参
加
団
体

　

町
内
の
学
校
及
び
音
楽
愛
好
者
、
音

楽
サ
ー
ク
ル
な
ど

お
知
ら
せ

こ
ど
も
オ
ペ
ラ　
　
　

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
『
こ
ど
も
オ

ペ
ラ
』が
新
温
泉
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
ー
ボ

エ
、ホ
ル
ン
の
四
重
奏
で
お
届
け
す
る
、

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
の
オ
ペ
ラ
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
開
演
（
10
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

中
学
生
以
上 

５
０
０
円

※
当
日
は
３
０
０
円
増

※
小
学
生
以
下
は
無
料

※
夢
ホ
ー
ル
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

―
問
合
せ
―　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

第
31
回
浜
坂
み
な
と
カ
ニ
祭
り

　

浜
坂
の
カ
ニ
を
存
分
に
楽
し
め
る
魅

力
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
せ
り
市
場

▼
内
容

◇
ク
レ
ー
ン
で
吊
る
！
セ
コ
ガ
ニ
の
釜

揚
げ
即
売
コ
ー
ナ
ー

◇
セ
コ
ガ
ニ
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
数

量
限
定
）

◇
か
に
ソ
ム
リ
エ
が
さ
ば
く
「
松
葉
ガ

ニ
」
お
食
事
コ
ー
ナ
ー

◇
地
元
の
海
産
物
な
ど
特
産
物
の
販
売

◇
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
（
も
ち
ま
き
、

セ
コ
ガ
ニ
身
出
し
早
技
大
会
等
）

▼
主
催
・
問
合
せ　

浜
坂
み
な
と
カ
ニ

祭
り
実
行
委
員
会（
浜
坂
観
光
協
会
）

　

℡
82
‐
４
５
８
０
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H30（2018）.11.8

税
を
考
え
る
週
間　
　

　
（
11
月
11
日
～
17
日
）

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の
推
進

～
平
成
30
年
度
か
ら
完
全
実
施
～

　

特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
の
方
の
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
事

業
主
の
方
が
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ

て
、
毎
月
、
町
に
納
入
す
る
も
の
で
す
。

　

兵
庫
県
と
県
内
す
べ
て
の
市
町
で

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
が
完
全
実
施
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な

い
事
業
所
は
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
税
」
の
書
道
作
品
展

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
ち
な
み
、

豊
岡
税
務
署
管
内
の
小
学
生
か
ら「
税
」

に
関
す
る
書
道
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。町
内
か
ら
は
33
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
と
き

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

11
月
13
日
（
火
）
ま
で

◇
町
民
セ
ン
タ
ー

　

11
月
14
日
（
水
）
～
20
日
（
火
）

　

と
も
に
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
問
合
せ　

税
務
課  

℡
82
‐
３
１
１
３

固定資産（土地・建物）の現況を変更した場合は届出が必要です
　固定資産税（土地・建物）は、毎年 1 月 1 日基準日の所有者に対し、現在の状況に応じて課税（現
況課税）されますが、未登記物件及び用途変更に関しては現況把握が困難な場合があります。
　そのため、平成 30 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日の期間に、下表の
①～④に該当する場合は届出書類を提出してください。
　なお、届出がない場合、現況と異なった地目として土地が課税
されたり、所有していない建物に課税される場合があります。

▼状況及び届出書類一覧表
状　況 届　出　書　類

① 土地の台帳地目と現在の地目状況が異
なっている場合 現況地目相違申告書

② 建物の用途を変更された場合
（例：店舗→居宅）

家屋の種類変更届出書
（居宅に用途変更される場合は併せて住宅用地
申告書の提出が必要）

③ 未登記の住宅・倉庫等の建物の所有者を
変更した場合 未登記家屋所有者変更届

④
未登記の建物を取り壊した場合
（平成 30 年中に取り壊した登記建物の
滅失登記をしていない場合も含む）

家屋取壊等届出書

▼問合せ　税務課　課税係（資産税担当）　℡ 82-3113

表
示
が
で
き
ま
す
。（
15
歳
以
上
の

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
記
入
で
き
ま

す
が
、
臓
器
や
年
齢
に
よ
っ
て
は
制

限
が
あ
り
ま
す
。）

◇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
主
治
医

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
2
月
上
旬
頃
に
配
付
さ
れ

る
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
書
」
を
必
ず
提
出
し
ま

し
ょ
う
（
た
だ
し
、
会
社
等
で
年
末

調
整
さ
れ
る
方
、
確
定
申
告
さ
れ
る

方
、
公
的
年
金
の
み
の
方
を
除
く
）。

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
及
び
軽
減

判
定
の
た
め
に
所
得
の
な
い
方
も
申

告
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１



26

I N F O R M A T I O N

広報しんおんせん（11月号）

H30（2018）.11.8

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。

◇
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
連
絡
者

や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

◇
児
童
虐
待
の
通
告
は
、
守
秘
義
務
違

反
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
か
ら
子

ど
も
を
守
り
ま

し
ょ
う
！

▼
連
絡
先

　

豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

　

健
康
福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

月
間
」
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
は
政
府
が
管
掌
す
る
強
制
保
険
で

あ
り
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い

泌
尿
器
科
外
来
の
休
診

　

公
立
浜
坂
病
院
の
泌
尿
器
科
外
来

は
、
12
月
13
日
（
木
）
の
診
察
を
休
診

し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

消
費
生
活
休
日
無
料
相
談
会

　

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
休

日
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。「
借

金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
」「
契
約
し

た
が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
で
い

る
」
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
に

対
応
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
2
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室
（
県
豊
岡
総
合
庁
舎
内
）

▼
相
談
電
話
番
号

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

▼
問
合
せ　

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）　

23
‐
１
４
９
０

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　
「
不
安
や
不
眠

が
続
く
」「
家
に

閉
じ
こ
も
り
が

ち
」「
ア
ル
コ
ー

ル
の
問
題
」
な
ど

の
こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に
つ
い

て
の
相
談
で
す
。

　

ご
本
人
へ
の
対
応
な
ど
も
ご
家
族
の

方
か
ら
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
予

約
制
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
27
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
担
当

　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
予
約
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・
規
模
の
如

何
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適
用
事
業
と

な
り
、事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、
従
業
員
が
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職

業
安
定
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
５
１
４
５

拉
致
問
題
を
考
え
る
講
演

会
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い

▼
と
き　

12
月
22
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

神
戸
文
化
ホ
ー
ル（
神
戸
市
中
央
区
）

▼
内
容　

講
演
会
（
講
師
・
蓮
池
薫
さ

ん
）、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
有
本

恵
子
さ
ん
両
親
）、
コ
ン
サ
ー
ト

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
合
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

	

℡
（
０
７
８
）
３
９
２
‐
１
８
２
１

平
成
31
年
春
巡
業　
　
　

大
相
撲
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
場
所

▼
と
き　

平
成
31
年
4
月
4
日
（
木
）

　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
立
総
合
体
育
館

▼
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売

◇
と
き
　
11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◇
と
こ
ろ
　

　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ（
豊
岡
市
）

※
1
人
10
枚
（
5
組
）
ま
で
先
着
順
に

　

販
売
（
数
に
限
り
あ
り
）

▼
問
合
せ　

大
相
撲
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡

　

場
所
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
８
０
０
）
８
０
０
‐
７
９
９
９
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肝
臓
専
門
医
に
よ
る
医
療
講

演
会
・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
救

済
制
度
の
無
料
相
談
会

▼
医
療
講
演
会　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器

と
言
わ
れ
る
た
め
、
自
覚
症
状
が
無
い

ま
ま
症
状
が
進
行
し
、
気
付
い
た
時
に

は
既
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進
行
し
て

い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
の
9
割
は
Ｂ
型
ま

た
は
Ｃ
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
原
因

で
あ
り
、
検
診
に
よ
る
早
期
の
感
染
自

覚
と
治
療
へ
の
取
組
が
症
状
の
進
行
を

抑
え
、病
気
の
治
癒
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

濱
野
健
一
さ
ん
（
医
療
法
人
社
団
浜

野
医
院
院
長
・
公
立
八
鹿
病
院
内
科
応

援
医
師
）
が
、
現
代
肝
臓
病
と
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
講
演

し
ま
す
。

▼
救
済
制
度
説
明
会
と
無
料
相
談

　

現
在
、
Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
幼
少
期
の
予
防

接
種
や
、
出
産
等
の
際
に
止
血
目
的
で

血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
、
そ
の
結
果
Ｂ

型
ま
た
は
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
方
に

対
し
て
、
国
が
治
療
費
等
の
填
補
を
目

的
と
し
て
一
定
の
給
付
金
を
支
給
す
る

制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
の
終
了
後
に
は
、
Ｂ
型
・
Ｃ

型
肝
炎
に
関
す
る
救
済
制
度
の
無
料
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望
を

さ
れ
る
方
に
は
、
個
別
の
質
問
・
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
1
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

▼
参
加
費　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

▼
問
合
せ　

Ｂ
型
肝
炎
・
薬
害
肝
炎
大

　

阪
弁
護
団（
担
当
弁
護
士
：
玉
田
欽
也
）

　

℡
（
０
６
）
６
８
０
９
‐
２
１
４
４

Ｕ
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
！　
　
　

エ
イ
ズ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
！

　

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で

す
。
エ
イ
ズ
は
、
治
療
法
の
進
歩
に
よ

り
、
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
も
、
早
期
発
見
、
治
療
の
早

期
開
始
・
継
続
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
感
染
し
て
い
な

い
人
と
同
等
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
、
原

因
不
明
、
有
効
な
治
療
法
が
無
い
、
死

に
至
る
病
…
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
こ
と
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
心
配
す
る

人
た
ち
を
検
査
や
治
療
か
ら
遠
ざ
け
、

ま
た
、
差
別
や
偏
見
を
招
く
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

誰
も
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
も
つ
と
と
も
に
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
陽
性
者
が
社
会
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
職
場
や
学
校
な
ど
生
活
の

様
々
な
場
所
で
、
差
別
・
偏
見
の
解
消

を
図
り
、
環

境
を
整
え
る

こ
と
が
一
層

重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患

者
数
は
、
全
国
的
に
は
１
５
０
０
人
程

度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。兵
庫
県
で
は
、

２
０
１
７
年
の
1
年
間
で
報
告
さ
れ
た

新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
25
人
、
感
染

に
気
づ
か
ず
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て
報

告
さ
れ
た
新
規
エ
イ
ズ
患
者
数
は
11

人
、
全
体
に
占
め
る
新
規
エ
イ
ズ
患
者

の
割
合
は
約
3
割
で
、
依
然
と
し
て
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
エ
イ

ズ
に
関
す
る
相
談
や
検
査
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
検
査
）
を
無
料
匿
名
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

感
染
を
判
断
で
き
る
の
は
検
査
だ
け

で
す
。
ま
ず
は
、検
査
を
受
け
る
こ
と
、

そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

▼
検
査
日　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
15
分

▼
検
査
内
容

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

◇
梅
毒
検
査

◇
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▼
申
込
方
法　

　

電
話
予
約
か
メ
ー
ル
予
約　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

▲レッドリボン
（エイズの理解と支援の象徴）
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I N F O R M A T I O N

第
13
回
新
温
泉
町
親
睦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格

　

町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
・
在
学

の
方
（
高
校
生
以
上
）

▼
チ
ー
ム
編
成

　

監
督
・
選
手
計
15
名
以
内
で
女
子
２

名
以
上
が
常
時
出
場

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
申
込
状
況
に
よ
り
Ａ
リ
ー
グ
・
Ｂ

リ
ー
グ
に
分
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

11
月
19
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

	

℡
82
‐
１
６
１
６

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
31
年
4
月
入

学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間

　

12
月
1
日
（
土
）
～
3
月
17
日
（
日
）

▼
問
合
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

　

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
８
０
５
‐
０
０
５
２

募　

集

麒
麟
の
ま
ち 

新
温
泉
町
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
記
録
会

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち
連
携
中

枢
都
市
圏
1
市
5
町
の
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
と
体

力
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
15
日
（
土
）

　

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
北
小
学
校
体
育
館

▼
対
象

　

鳥
取
市
、
岩
美
町
、
若
桜
町
、
智
頭

町
、
八
頭
町
、
新
温
泉
町
在
住
ま
た

は
在
勤
・
在
学
の
方（
小
学
生
以
上
）

▼
競
技
内
容

◇
個
人
競
技　

ス
リ
ッ
パ
と
ば
し
、
な

わ
と
び
30
秒
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
投
げ
、
20
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ

◇
団
体
競
技　

７
人
８
脚
、
大
な
わ
と

び
、
ぞ
う
き
ん
が
け
50
ｍ
リ
レ
ー
、

ア
ジ
ャ
タ
（
玉
入
れ
）

※
小
学
生
、
一
般
（
中
学
生
以
上
）、

一
般
女
子
の
３
部
門
で
行
い
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係  

℡
82
‐
５
６
２
９

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
作
り
体
験

▼
と
き　

12
月
22
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
3
時

▼
内
容　

飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
作
り

　

を
体
験
（
飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
見
学

　

も
実
施
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

※
小
学
校
4
年
生
以
上
で
、
小
学
生
は

　

保
護
者
同
伴

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ

　

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
５
６
６
６

※
参
加
条
件
、
持

ち
物
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
講
座

　

読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
学
校
や
家
庭
で
の
活
動
や
実

践
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
内
容　

絵
本
の
選
び
方
、
学
校
な
ど

で
の
実
践
の
方
法
な
ど

▼
講
師　

西
沖
栄
子
さ
ん
（
鳥
取
県
子

ど
も
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
対
象　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

▼
定
員　

約
30
名

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
24
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１
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県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
と
き　

12
月
23
日
（
日
）

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

※
12
月
18
日
（
火
）
～
23
日
（
日
）
の

間
、
個
別
面
談
を
毎
日
受
け
入
れ
ま

す
。
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
日
時
と
話
を
聞
き
た
い
教
員
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
内
容

◇
研
究
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
入
試
に

つ
い
て
の
説
明

◇
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

◇
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研
究
紹
介

◇
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交
流

　

な
ど

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ

ス
経
営
部
学
務
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

平成 30 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

事務員 1名 事務補助 日額  6,800円 総務課
満65歳未満
パソコン操作
のできる方

平成30年12月1日から
平成31年3月31日まで

午前 8時 30分～午後 5時 15分
社会保険・雇用保険加入

保健師ま
たは介護
支援専門
員

1名 介護支援
業務等

保健師
日額  9,500円

介護支援専門員
日額  8,600円

地域包括支援
センター

満65歳未満
保健師免許ま
たは介護支援
専門員資格

午前 8時 30分～午後 5時 15分
社会保険・雇用保険加入

保育教諭 1名 保育業務 日額  7,700円 ゆめっこ認定こども園

満65歳未満
保育士また
は幼稚園教
員免許

午前8時 15分～午後 5時 00分
社会保険・雇用保険加入

看護師ま
たは准看
護師

3名 看護業務 日額  9,500円 公立浜坂病院
満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

午前 8時 15分～午後 5時
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

看護師ま
たは准看
護師

3名 看護業務 日額  9,500円 介護老人保健施設ささゆり
満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

介護員 4名 介護業務

資格のある方
日額  8,000円

資格のない方
日額  7,200円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
介護福祉士資格
（資格のない方
でも応募可能
です）

午前 8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

事務員 1名 事務補助 日額  6,800円 総務課
満65歳未満
パソコン操作
のできる方

平成31年1月1日から
平成31年3月31日まで

午前 8時 30分～午後 5時 15分
社会保険・雇用保険加入

※年齢は、平成 30年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　※免許等を要する職種については、免許等の写しを合わせて提出してください。
◇受付期間　11月 8日（木）から 11月 22日（木）まで
◇面接日時　11月 26日（月）午後 5時 15分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111
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林業退職金共済制度（林退共）
の退職金請求について

　林業の仕事に従事されたことがあり、当時、林
退共制度に加入していた方、もしくは加入してい
たかもしれない方で、退職金請求手続きをしたお
心当たりのない方は、お気軽に最寄りの支部また
は本部へお問い合わせください。
　また、林退共事業本部では、被共済者の方に確
実に退職金を受け取っていただくこと等を目的と
して、現況調査、アンケート調査を実施していま
すので、ぜひ調査にもご協力をお願いします。
▼問合せ
　独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職
　金共済事業本部　℡（03）6731-2889
※詳しくは、ホームページ（http://www.rintaikyo.
taisyokukin.go.jp/）でも案内しています。
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まちのうごき
9 月 16 日～ 10 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

国民健康保険税第 4 期
納期限 11 月 30 日（金）

税務課　℡ 82-3113

　他の保険に加入または脱退をした場合、
国民健康保険の脱退または加入の手続きが
必要です。そうした場合は速やかに役場窓
口で手続きを行ってください。

▼窓口
　健康福祉課　℡ 82-5620
　温泉総合支所  地域振興課　℡ 92-1131

　　　●まちのうごき●　 11月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 13,922 14,619 （－36）

　男 （人） 6,598 6,985 （－10）
　女 （人） 7,324 7,634 （－26）

世帯数（世帯） 5,175 5,690 （－　4）

うぶごえ ご冥福をお祈りします

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動
数を加減し、町内に居住していると推計される人口

▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数

編
集
・
発
行
／
新
温
泉
町
役
場
　
　
〒
669-6792　

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
2673-1	

  ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.tow
n.shinonsen.hyogo.jp

　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）　
　
　
tel（

0796）82-3111（
代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
   ※
機
種
に
よ
り
一
部
ご
覧
に
な
れ
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
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ー
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